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東北大学災害科学国際研究所令和6年能登半島地震に関する速報会（2023年1月9日（月））

https://sites.google.com/
view/2024notohantoujisin

令和６年能登半島地震・学校教育
関連情報まとめサイト

ryo@tohoku.ac.jp



今回の取組に対して、ご指導、
ご助言、お励ましいただいた
方々に、感謝申し上げます。
誠にありがとうございます。
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2024年1月8日午前時点
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2024年1月3日開設
2024年1月8日時点

https://sites.google.com/
view/2024notohantoujisin



4

担当 齋藤 玲（認知科学研究分野）

専門 認知科学・心理学、教育実践学

前職 宮城教育大学 防災教育研修機構



報告事項

1. 学校に関する事項

2. 学校教育関連情報の集約と発信「学校教育支援プロジェクト」

3. 今後に向けて
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1.学校に関する事項
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1.学校に関する事項

1. 令和６年能登半島地震（文部科学省）

2. 盛山文部科学大臣記者会見（令和6年1月5日）（文部科学省／mextchannel）

3. 令和６年能登半島地震における被災地域の児童生徒等の就学
機会の確保等について（通知）（令和6年1月7日）（文部科学省）
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• 被災地域のニーズなどを踏まえつつ、関係機関ともよく連携を

しながら、児童・生徒、学生等の就学機会や受験機会の確保に

向けて、被災者に寄り添った支援に全力で取り組む。

• 受験生・保護者に向けて、大臣メッセージ「令和6年能登半島地震の影響を踏まえた

大学入学共通テストの実施について」発出

• 教育委員会等に向けて、「令和６年能登半島地震における被災地域の児童生徒等の

安全確保等について（通知）」通知
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1. 高等学校、特別支援等及び国私立学校における授業料等の取扱い

2. 就学支援等について

3. 高校生等への就学支援について

4. 学習指導等について

5. 課程の修了の認定等について

6. 心のケアを含む健康相談等の充実について

7. 学校給食について

8. 高校生等の就職支援について

令和６年能登半島地震における被災地域の児童生徒等の就学機会の確保等について（通知）



2.学校教育関連情報の集約と発信
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2024年1月3日開設
2024年1月8日時点

https://sites.google.com/
view/2024notohantoujisin



2.学校教育関連情報の集約と発信「学校教育支援プロジェクト」

立ち上げの背景

• 学校教育の支援は、継続的に必要。

• 学校教育の支援において、即応的に支援できないか？

• ニーズがわからない。現場にも入れない。現場の学校関係者、めちゃくちゃ多忙。超多忙。

• プッシュ型で情報を集約し発信しようと決意。

• フェイクニュース・情報爆発の時代における情報保証と学習・学びの支援をしたい。

Webサイトの対象者・目的・主な内容

• 被災地内・被災地外の学校教育に携わるすべて、一般・学校ボランティアの方々

• 情報支援、学習支援。

• 学校再開、災害関連疾病、心のケア（一般、要支援者、援助者）、ボランティア、

学びの支援
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トップページ

学校再開

災害関連疾患（※災害関連死）

心のケア

子どもへの接し方

学びの支援

災害ボランティア

参考

リンク
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2024年1月8日時点

災害からの急性期、復旧期、復興期にかけての即応的・継続的支援を意識



タブ・見出し
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2024年1月8日時点



心のケア
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教員 子ども子ども専門家 教員 教員 子ども 子ども

A) 被災地での学校における心のケア（心理的配慮・心理社会的支援）

1. 専門家の力が必要ですが、ただし、担い手は、必ずしも専門家だけではありません。

2. 教員から子どもへ。

3. 教員同士、ときには子ども同士も。保護者の方もお忘れなく。

4. 一人で抱え込まないでください。教員も被災しています（援助する側は「隠れた被災者」、スーパーマ

ンではない、自分の背中は見えない（自分のことに盲目的）（「ボランティアとこころ（日本赤十字社）」）。

B) 被災地外での学校における心のケア（心理的配慮・心理社会的支援）

1. 転校生がいるかもしれません。教員、子ども、保護者、全員で、理解、ケア、配慮、

支援していく必要があると思います。

2. かつて被災した経験のある方に対しても、どうか配慮、ケアしてください。どうか

お願いいたします。
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2024年1月8日時点

心のケア
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令和６年能登半島地震における被災地域の児童生徒等の就学機会の確保等について（通知）

1. 高等学校、特別支援等及び国私立学校における授業料等の取扱い

2. 就学支援等について

3. 高校生等への就学支援について

4. 学習指導等について

5. 課程の修了の認定等について

6. 心のケアを含む健康相談等の充実について

7. 学校給食について

8. 高校生等の就職支援について

GIGAスクール構想の実現から3年目で、種々の知見が存在。知見の共有・統合。
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2024年1月7日時点
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2024年1月8日時点



3.今後に向けて
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3. 今後に向けて

• Webサイトの周知。引き続きのアップデート。

• 学内の関係各所との連携（組織、教職員、学生の皆様）

• 学外の関係各所との連携（例えば、宮城教育大学、県内外の大学）

• ご賛同、お力添えのほど、よろしくお願いいたします。
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